
12月定例会12月定例会

平成24年4月

「わくわく」
開設

防災専門官

元陸上自衛官を採用
・知立市在住、小島勝治さん（56歳）
・平成24年1月より赴任
・最終勤務歴 中部方面総監部
・武豊町の防災対策において、専門的な知見に基づく危
　機管理体制の構築を進めます。

■指定期間
平成24年4月1日～平成29年3月31日
■今まで以上のサービス
・開館時間を9時から19時まで計2時間延長予定
・祝日の月曜日も開館予定
・司書資格を持った図書館の専門的職員を増やすことに
　よって、利用者からの図書相談など、きめ細やかなサー
　ビスが向上します。

町立図書館の指定管理者

　図書館流通センターに決定株式
会社

（指定管理者とは、公の施設の管理・運営を行わせるために、期間を定めて指定する団体のこと）

　12月定例会は、12月1日から15日までの15日間の
会期で開催しました。町立図書館の指定管理者の指
定をはじめ、暴力団排除条例の制定、子育て支援セ

ンターの設置及び管理に関する条例の制定と新たな
条例の制定、条例の一部改正、23年度補正予算など
13議案が上程され、いずれも原案どおり可決しました。

ＪＡあいち知多農業協同組合
富貴支店の跡地に、南部子育
て支援センター、富貴児童館、
富貴児童クラブの複合施設、愛
称「わくわく」が開設します。

知多半島から暴力団を排除するため、すでに制定されている南知多町につづいて、５市４町で制定されました。
武豊町暴力団排除条例を制定
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12
月
議
会
に
提
案
さ
れ
た
議

案
は
、
報
告
２
件
、
議
案
13
件

の
計
15
件
。

　

議
案
13
件
に
つ
い
て
は
、
12

月
７
日
（
水
）
に
各
議
員
に
よ

る
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

　
　

事
業
の
内
容
は
。

　
　

こ
の
事
業
は
、
二
つ
の
事

業
を
行
う
。
一
つ
は
、
災
害
時

の
要
援
護
者
支
援
の
充
実
を
図

る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
整
備
。
も

う
一
つ
は
、
関
係
部
局
間
の
要

援
護
者
情
報
の
共
有
化
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

要
援
護
者
台
帳
の
シ
ス
テ

ム
化
に
あ
た
り
、
個
人
情
報
保

護
と
の
関
係
で
ど
こ
ま
で
情
報

開
示
が
可
能
か
。

　
　

災
害
時
な
ど
に
地
域
の
支

援
を
希
望
す
る
場
合
は
、
災
害

時
要
援
護
者
登
録
申
請
書
兼
登

録
台
帳
の
申
請
を
お
願
い
し
て

い
る
。

　

申
請
時
に
は
、
そ
の
内
容
を

自
主
防
災
会
、
民
生
児
童
委
員
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
消
防
署
お

よ
び
地
域
の
支
援
者
に
提
供
す

る
こ
と
に
同
意
を
得
て
い
る
。

　
　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
改

正
に
よ
り
、
変
更
さ
れ
る
内
容

は
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
影
響

が
で
る
か
。

　
　

変
更
さ
れ
る
主
な
内
容
の

一
つ
め
は
、
現
行
の
高
額
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
の
合
算
対
象

に
補
装
具
費
の
利
用
負
担
が
加

え
ら
れ
る
。
二
つ
め
は
、
相
談

支
援
体
制
の
充
実
に
よ
り
サ
ー

ビ
ス
利
用
計
画
作
成
の
対
象
者

が
拡
大
さ
れ
る
。
ま
た
、
障
害

者
支
援
施
設
入
所
者
や
精
神
科

病
院
入
院
者
の
地
域
生
活
へ
の

移
行
支
援
、
単
独
者
の
居
宅
生

活
の
サ
ポ
ー
ト
が
始
ま
る
。
三

つ
め
は
、
知
的
障
害
児
通
園
施

設
、
肢
体
不
自
由
児
通
園
施
設

な
ど
の
障
害
児
通
所
サ
ー
ビ
ス

が
再
編
さ
れ
、
市
町
村
が
利
用

決
定
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま

た
、
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
、

児
童
発
達
支
援
事
業
と
放
課
後

等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ
と
移
行
す

る
こ
と
に
な
る
。
利
用
者
負
担

に
つ
い
て
は
、
今
回
の
改
正
で

の
影
響
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

補
装
具
が
高
額
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
合
算
対
象
に
な
っ
た
こ

と
で
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
同
一

の
月
に
補
装
具
を
購
入
さ
れ
た

場
合
に
一
部
利
用
者
負
担
の
償

還
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

　
　

国
保
会
計
の
補
正
の
主
な

要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
病
気

は
何
か
。

　
　

今
回
の
要
因
に
つ
い
て
、

特
定
さ
れ
る
よ
う
な
疾
病
は
な

い
。
70
歳
以
上
の
方
の
入
院
費

や
高
額
な
医
療
が
例
年
よ
り
多

か
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ

る
。

　
　

介
護
給
付
費
準
備
積
立
金

を
第
５
期
計
画
に
繰
り
入
れ
、

保
険
料
引
き
上
げ
幅
の
縮
小
に

使
用
で
き
な
い
か
。

　
　

本
年
度
末
残
額
見
込
み
金

の
う
ち
、
２
千
７
百
50
万
円
を

取
り
崩
し
、
第
５
期
の
計
画
へ

繰
り
入
れ
る
予
定
。
残
り
は
給

付
費
が
伸
び
た
場
合
の
運
用
の

財
源
と
し
た
い
。

　
　

下
水
道
受
益
者
負
担
金
の

納
期
前
納
付
報
奨
金
の
補
正
要

因
は
。

　
　

今
年
初
め
て
受
益
者
負
担

金
を
賦
課
す
る
住
民
に
は
、
昨

年
7
月
と
今
年
3
月
で
4
回
の

説
明
会
を
開
催
し
た
。
ま
た
、

4
月
の
申
告
の
際
に
詳
し
く
説

明
し
た
。
今
回
、
説
明
の
仕
方

を
見
直
し
、
よ
り
わ
か
り
や
す

く
し
た
。
そ
の
結
果
、
納
期
前

納
付
報
奨
金
の
メ
リ
ッ
ト
や
制

度
を
よ
り
理
解
し
て
も
ら
え
た

と
思
う
。

　
　

町
の
施
設
は
、
暴
力
団
の

情
報
を
持
っ
て
対
応
す
る
の
か
。

　
　

施
設
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

公
民
館
、
体
育
館
、
町
民
会
館

な
ど
利
用
申
請
が
必
要
な
施
設

が
該
当
す
る
。
申
請
書
で
チ
ェ

ッ
ク
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
申

請
時
に
排
除
す
る
こ
と
は
困
難
。

申
請
後
、
利
用
の
目
的
な
ど
か

ら
判
断
し
、
警
察
へ
の
確
認
で

該
当
す
る
場
合
は
排
除
す
る
こ

と
に
な
る
。

　
　

他
社
と
比
較
し
て
、
選
定

さ
れ
た
指
定
管
理
者
の
メ
リ
ッ

ト
は
。
ま
た
、
地
元
採
用
の
優

先
を
。

　
　

メ
リ
ッ
ト
は
、
武
豊
町
立

図
書
館
の
現
状
を
よ
く
把
握
し

た
人
員
配
置
を
し
て
い
る
こ
と
、

職
員
研
修
制
度
が
充
実
し
て
い

る
こ
と
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
の
連
携
や
司
書
率
の
ア
ッ
プ

に
よ
る
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
、
職

員
の
共
同
研
修
な
ど
近
隣
図
書

館
と
の
連
携
が
期
待
で
き
る
こ

と
な
ど
が
あ
る
。

　

ま
た
、
地
元
採
用
に
つ
い
て

は
、
事
業
者
に
と
っ
て
も
運
営

上
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
前
向

き
な
検
討
を
確
認
し
て
い
る
。

議
案

審
議

問

問

問 問

問

問

答

答

答

答

答

答

答

答

問問 一
般
会
計
補
正
予
算

地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事
業

障
害
者
自
立
支
援
法
変
更
の
影
響

▼
賛
成
多
数
可
決

　

賛
成
15　

反
対
２

議
案
第

号
51

国
保
会
計
補
正
予
算

国
保
会
計
増
の
要
因
は

▼
賛
成
多
数
可
決

　

賛
成
15　

反
対
２

議
案
第

号
52

介
護
会
計
補
正
予
算

積
立
金
の
運
用
方
法

▼
賛
成
多
数
可
決

　

賛
成
15　

反
対
２

議
案
第

号
53

下
水
道
会
計
補
正
予
算

納
期
前
納
付
の
補
正
要
因
は

▼
賛
成
多
数
可
決

　

賛
成
15　

反
対
２

議
案
第

号
54

図
書
館
の
指
定
管
理
者
選
定

▼
賛
成
多
数
可
決

　

賛
成
15　

反
対
２

議
案
第

号
63

■体育館・中央公民館・町民会館

暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定

▼
全
会
一
致
可
決

議
案
第

号
58
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●
議
案
第
55
号

　

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
）

　

▼
賛
成
多
数
可
決

　
　

賛
成
15　
反
対
２

●
議
案
第
56
号

　

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤

　

の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

に
つ
い
て

　

▼
全
会
一
致
可
決

●
議
案
第
57
号

　

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

　

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

▼
全
会
一
致
可
決

●
議
案
第
59
号

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

　

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

　

の
制
定
に
つ
い
て

　

▼
全
会
一
致
可
決

●
議
案
第
60
号

　

児
童
館
並
び
に
児
童
遊
園
の

　

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

▼
全
会
一
致
可
決

●
議
案
第
61
号

　

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

　

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

に
つ
い
て

　

▼
全
会
一
致
可
決

●
議
案
第
62
号

　

愛
知
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　

連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

▼
全
会
一
致
可
決

●
議
員
提
出
議
案
第
４
号

　

武
豊
町
議
会
会
議
規
則
の
一

　

部
改
正
に
つ
い
て

　

▼
賛
成
多
数
可
決

　
　

賛
成
16　
反
対
１

　

議
会
基
本
条
例
の
施
行
に
よ

　

り
、
議
員
の
一
般
質
問
に
対

　

し
て
町
長
等
の
反
問
権
が
可

　

能
と
な
っ
た
こ
と
、
質
問
を

　

一
問
一
答
で
行
い
、
こ
れ
に

　

時
間
に
よ
る
制
限
を
設
け
る

　

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
、

　

こ
れ
を
議
会
運
営
委
員
会
が

　

定
め
る
こ
と
と
し
た
規
則
の

　

一
部
改
正
を
し
ま
し
た
。

　

12
月
定
例
会
で
は
、
意
見
書

６
件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

◆
意
見
書
第
９
号

　

衣
浦
港
の
護
岸
お
よ
び
防
潮

　

堤
の
点
検
・
整
備
に
関
す
る

　

意
見
書

　

▼
全
会
一
致
可
決

　

東
海
・
東
南
海
地
震
が
今
後

30
年
間
以
内
に
連
動
し
て
発
生

す
る
確
率
が
80
％
以
上
と
予
測

さ
れ
、
更
に
南
海
地
震
も
合
わ

せ
た
３
連
動
地
震
や
日
向
灘
、

「
南
海
ト
ラ
フ
」
沿
い
の
海
溝

軸
を
震
源
に
加
え
た
５
連
動
地

震
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

　

し
か
し
、
知
多
半
島
と
西
三

河
地
区
に
囲
ま
れ
た
５
市
３
町

（
半
田
市
・
碧
南
市
・
刈
谷
市
・

西
尾
市
・
高
浜
市
・
東
浦
町
・

美
浜
町
・
武
豊
町
）
に
ま
た
が

る
衣
浦
港
の
護
岸
や
防
潮
堤
は
、

伊
勢
湾
台
風
を
契
機
に
整
備
さ

れ
た
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
物
の
寿
命
と
さ
れ
る
50
年
を

間
近
に
控
え
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
。

　

よ
っ
て
、
想
定
さ
れ
て
い
る

地
震
災
害
に
備
え
、
下
記
の
事

項
に
つ
い
て
早
急
に
実
現
を
図

る
よ
う
要
望
す
る
。

１
．
衣
浦
港
の
護
岸
お
よ
び
防

潮
堤
の
強
度
点
検
、
沈
降
な
ど

の
不
具
合
点
検
を
早
急
に
実
施

す
る
こ
と
。

２
．
点
検
結
果
に
見
合
っ
た
対

策
を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
。

◆
意
見
書
第
10
号

　

介
護
保
険
制
度
の
抜
本
的
改

　

善
と
介
護
労
働
者
の
処
遇
改

　

善
を
求
め
る
意
見
書

　

▼
賛
成
少
数
否
決

　
　

賛
成
２　

反
対
15

◆
意
見
書
第
11
号

　

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
制

　

度
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書

　

▼
賛
成
少
数
否
決

　
　

賛
成
２　

反
対
15

◆
意
見
書
第
12
号

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
反
対

　

す
る
意
見
書

　

▼
賛
成
少
数
否
決

　
　

賛
成
3　

反
対
14

◆
意
見
書
第
13
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
確
実

　

な
廃
止
と
「
障
害
者
総
合
福

　

祉
法
の
骨
格
に
関
す
る
総
合

　

福
祉
部
会
の
提
言
」
を
踏
ま

　

え
た
障
害
者
総
合
福
祉
法
の

　

制
定
・
実
施
を
求
め
る
意
見

　

書

　

▼
賛
成
少
数
否
決

　
　

賛
成
３　

反
対
14

◆
意
見
書
第
14
号

　

任
意
予
防
接
種
の
定
期
予
防

　

接
種
化
を
求
め
る
意
見
書

　

▼
賛
成
少
数
否
決

　
　

賛
成
３　

反
対
14

　

９
月
定
例
会
に
お
い
て
制
定

さ
れ
た
武
豊
町
議
会
基
本
条
例

が
確
実
に 

機
能
す
る
よ
う
に

「
議
会
基
本
条
例
運
営
委
員
会
」

が
発
足
。 

　

こ
の
新
し
い
条
例
に
盛
り
込

ま
れ
た
『
住
民
と
の
対
話
集

会
』
や
『
町
長
へ
の
反
問
（
逆

質
問
）
権
の
付
与
』、『
議
員
の

政
治
倫
理
』
な
ど
の
具
体
的
手

法
を
議
論
し
、
皆
さ
ま
に
よ
り

判
り
易
い
議
会
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

　

委
員
長　

石
原　

壽
朗

　
　
　
　
　

小
寺　

岸
子　
　

　
　
　
　
　

後
藤　

光
明

　
　
　
　
　

中
川　
　

一

　
　
　
　
　

佐
伯　

隆
彦

　
　
　
　
　

鈴
木　

一
也

　
　
　
　
　

本
村　
　

強

　
　
　
　
　

梶
田　
　

稔

　

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

　
　

議
長　

加
藤　

美
奈
子

審
議
さ
れ
た
そ
の
他
の
議
案

議
会
基
本
条
例

運
営
委
員
会
発
足

【　
　
　

】

意見書
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総
務
企
画
委
員
会
は
、
平
成

23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
１

件
、
条
例
改
正
議
案
２
件
、
条

例
制
定
議
案
１
件
の
合
計
４
議

案
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

●
防
災
専
門
官
の
役
割

　
　

採
用
予
定
の
防
災
専
門
官

は
知
立
市
在
住
と
の
こ
と
だ
が
、

災
害
時
に
す
ぐ
来
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
そ
う
し
た
こ
と
も
想

定
し
て
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整

備
す
る
の
か
。

　
　

災
害
は
い
つ
あ
る
か
わ
か

ら
な
い
の
で
、
事
前
の
マ
ニ
ュ

ア
ル
は
作
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

採
用
に
あ
た
っ
て
の
業
務

内
容
は
。

　
　

防
災
業
務
全
般
を
お
願
い

す
る
旨
話
を
し
た
。
個
別
具
体

的
に
は
、
本
人
と
話
を
し
な
が

ら
調
整
し
て
い
く
。

●
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定

　
　

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
や
祭
礼
、

花
火
な
ど
の
行
事
開
催
に
あ
た

り
、
露
天
商
を
営
ん
で
い
る
人

の
う
ち
、
対
象
に
な
る
人
に
対

し
、
ど
の
よ
う
に
こ
の
条
例
を

活
用
し
て
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　

い
ろ
い
ろ
な
事
案
に
つ
い

て
警
察
と
調
整
を
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

　
　

誰
が
暴
力
団
か
が
一
般
の

人
に
は
わ
か
ら
な
い
。
町
か
ら

な
に
か
あ
っ
た
と
き
だ
け
動
い

て
も
ら
え
れ
ば
い
い
の
か
。

　
　

暴
力
団
排
除
に
関
し
て
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
。
町
発
信
の
情
報
確
認
を
。

条
例
で
は
、
町
民
の
場
合
、
で

き
る
範
囲
で
努
力
し
て
い
た
だ

く
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

文
教
厚
生
委
員
会
は
、
平
成

23
年
度
一
般
会
計
・
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
・
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
の
各
補
正
予

算
３
件
、
条
例
制
定
１
件
、
条

例
改
正
２
件
、
規
約
の
変
更
１

件
、
指
定
管
理
者
の
指
定
１
件
、

合
計
８
議
案
に
つ
い
て
審
査
し

た
。

●
子
ど
も
手
当
未
申
請
者
対
応

　
　

子
ど
も
手
当
を
申
請
し
て

い
な
い
世
帯
に
対
し
、
通
知
は

し
て
い
る
の
か
。

　
　

公
務
員
は
職
場
で
申
請
す

る
こ
と
と
な
る
が
、
未
申
請
者

が
ど
こ
に
勤
め
て
い
る
か
子
育

て
支
援
課
で
は
わ
か
ら
な
い
の

で
再
度
出
す
よ
う
に
通
知
は
し

て
い
な
い
。

●
国
保
税
は
値
上
げ
予
定
？

　
　

保
険
税
は
、
平
成
23
年
４

月
値
上
げ
し
た
。
今
回
、
一
般

会
計
か
ら
８
千
万
円
の
繰
り
入

れ
が
あ
る
が
、
近
々
保
険
税
の

値
上
げ
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

　
　

平
成
23
年
度
予
算
作
成
時
、

一
般
会
計
繰
入
金
は
、
原
則
１

億
２
千
万
円
を
目
標
と
し
た
。

　

今
回
、
入
院
費
な
ど
保
険
給

付
費
が
、
例
年
と
違
っ
た
増
え

方
を
し
た
。
今
後
、
入
院
費
な

ど
に
つ
い
て
、
こ
の
状
態
が
続

く
の
か
、
収
束
す
る
の
か
を
見

越
し
て
保
険
税
を
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

　

今
回
は
緊
急
的
な
措
置
。

　

３
〜
５
年
ス
パ
ン
で
眺
め
て
、

収
ま
ら
な
い
と
い
う
場
合
は
、

ま
た
議
論
が
必
要
に
な
る
。

●
東
大
高
児
童
館
・
児
童
遊
園

の
跡
地
利
用

　
　
「
多
目
的
広
場
と
し
て
利

用
」
と
の
こ
と
だ
が
、
ト
イ
レ
、

東
屋
、
ベ
ン
チ
な
ど
の
設
置
を

望
む
声
も
あ
る
。
設
置
の
考
え

は
。

　
　

一
定
の
広
さ
の
あ
る
広
場

な
の
で
、
将
来
の
利
用
構
想
も

あ
る
な
か
で
恒
久
的
な
施
設
を

つ
く
れ
ば
融
通
性
が
利
か
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
ど

う
い
う
利
用
の
可
能
性
が
あ
る

の
か
今
後
の
課
題
と
し
て
考
え

る 

。
●
図
書
館
の
指
定
管
理

　
　

５
年
契
約
と
聞
い
て
い
る

が
、
単
年
度
ご
と
の
事
業
報
告

な
ら
び
に
事
業
計
画
は
、
ど
の

よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
わ

れ
る
の
か
。

　
　

事
業
報
告
は
毎
年
度
、
事

業
終
了
後
30
日
以
内
に
町
へ
提

出
す
る
よ
う
、
仕
様
書
な
ら
び

に
地
方
自
治
法
で
決
ま
っ
て
い

る
。

　

事
業
計
画
は
町
と
充
分
協
議

し
た
う
え
で
予
算
編
成
時
期
に

間
に
合
う
よ
う
に
、
毎
年
度
提

出
し
て
も
ら
う
予
定
。

　
　

図
書
館
流
通
セ
ン
タ
ー

（
Ｔ
Ｒ
Ｃ
）
か
ら
の
提
案
書
で

「
適
切
な
図
書
選
定
を
行
っ
て

資
料
の
収
集
に
努
め
る
」
と
あ

る
が
、
町
や
教
育
委
員
会
の
政

策
・
方
針
が
充
分
に
反
映
さ
れ

る
べ
き
と
思
う
が
、
教
育
委
員

会
の
方
針
は
ど
の
よ
う
に
持
っ

て
い
る
の
か
。

　
　

選
書
に
つ
い
て
、
今
ま
で

町
が
留
意
し
て
い
た
こ
と
は
引

き
継
い
で
い
く
。
最
低
で
も
月

１
回
は
定
例
的
な
会
議
を
持
つ

の
で
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
。

　
　

学
校
図
書
館
と
の
連
携
に

つ
い
て
も
Ｔ
Ｒ
Ｃ
は
ノ
ウ
ハ
ウ

が
あ
る
よ
う
だ
が
、
ブ
ッ
ク
ト

ー
ク
以
外
で
今
ま
で
武
豊
町
立

図
書
館
で
は
無
か
っ
た
Ｔ
Ｒ
Ｃ

の
提
案
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
。

　
　

新
１
年
生
の
図
書
館
案
内
、

中
学
校
の
図
書
委
員
へ
の
指
導
、

調
べ
学
習
へ
の
援
助
な
ど
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。

　

産
業
建
設
委
員
会
は
、
平
成

23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
・

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
・
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

の
３
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

●
道
路
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
の
状
況

　
　

生
活
用
道
路
用
地
買
収
費

に
つ
い
て
、
年
度
当
初
の
見
込

み
件
数
、
対
象
用
地
全
体
に
対

す
る
改
善
割
合
、
本
年
度
増
加

し
た
要
因
は
。

　
　

過
去
の
実
績
を
踏
ま
え
た

予
算
枠
で
の
計
上
で
あ
り
、
件

数
と
し
て
の
想
定
は
し
て
い
な

い
。
今
年
度
の
実
績
平
均
で
積

算
す
る
と
当
初
予
算
1
千
３
百

万
円
で
10
件
程
度
の
買
取
り
に

相
当
す
る
。

　

町
内
の
市
街
化
区
域
全
体
の

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
用
地
が
把
握
で

き
な
い
の
で
、
改
善
割
合
に
つ

い
て
は
計
算
で
き
な
い
。

　

ひ
と
つ
の
目
安
と
し
て
は
、

4
ｍ
以
下
の
狭
小
道
路
の
延
長

は
減
少
し
て
き
て
い
る
。　

　

本
年
度
に
増
加
し
た
要
因
は
、

セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
買
取
要
望
が
増

え
た
こ
と
が
要
因
で
あ
る
。

常
任
委
員
会
報
告

常
任
委
員
会
報
告

常
任
委
員
会
報
告

問問

問

問問

答

答答

問答

答

答答

問問 答答

■
総
務
企
画
委
員
会

■
文
教
厚
生
委
員
会

■東大高児童館・児童遊園

問問問 答答

■
産
業
建
設
委
員
会
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